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要 日
近年の半導体製造分野では,最小線幅が45 nm以下のレベルにあり,急速に微細化が進んでい
る。そして半導体デバイスの製造環境においても次々に新しいプロセスが導入され, ウェハ表面
が汚染される機会が増している。それらは歩留まりや信頼性に大きな影響を及ぼすため,微細化
とともに装置の高精度化も進んでいる.つまり洗浄工程に使用されている液体の流量計も高精度
に且つ非接触で測定可能であることが求められている。現在この分野で主に使用されている非接
触型流量計は超音波流量計であるが,その浪1定精度は10m1/min以下の流量域で±2 mνmmであ
るため,微量流量になると誤差が大きくなる.
このような現状を鑑み,本研究では近赤外分光法と熱式流量計の原理を組合せることにより,
水を主成分とする水溶液に対して流量範囲2=1.0～10・O mνminで測定精度±0.2 mymin以下で沢1
定可能な,新型の非接触型微量流量計を開発することを目的としている。これまでの研究により,
無脈動流に近い条件下では目標精度内での流量測定を可能にすることができた.しかし流れに脈
動がある条件下では目標精度内での流量沢1定を行なうことができていなかった。そこで本研究で
は,新たに三種類の流量測定手法を提案する.
一つ目は加算平均処理を用いた流量測定手法である.脈動流の影響を受けて崩れてしまった複
数の検出波形に加算平均処理を適用した結果,全流量範囲で目標精度内の流量測定が可能となつ
た。しかし,加算平均処理を用いたことで,流量測定に時間遅れが発生するという問題が残つた。
二つ目は脈動流によって発生する温度変動を利用した流量測定手法である。加熱用LD出カー
定による定常加熱を行ない,脈動流による温度変動のピーク値が検出点間を移動する時間△′から
流量を測定した その結果,流量測定に時間遅れが発生することなく,脈動流が大きい流量範囲
0=10～6.O mνinでも日標精度内の流量沢J定が可能となった。
三つ目は脈動流周波数と流量を関連付けることにより流量測定を行なう手法である。脈動流周
波数と流量の間には線形の関係があり,また脈動流周波数は高精度に浪1定可能であるため,全流
量範囲で日標精度内の流量測定が可能となった。
